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戦前期日本の貿易統計を代表する大蔵省編 『日本外国貿易年表』は,日本 ｢内地｣の対 ｢外
国｣輸出入を計上し,植民地貿易すなわち対 ｢外地｣移出入は含まないことを原則とした｡こ
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問題の第1｡関東州政府 (関東庁一関東州庁関東局)が公式統計として 『関東州貿易月表』お
よび 『関東州貿易統計 (年表)』を作成したことは上述の通りである｡しかし,これを朝鮮総
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表 1 関東州貿易と対関
､＼＼ A 関 東 州
対日本 対台湾]二重 亘｣対満洲国対 - 対其他 計
輸 出1910(明43) 16,123 600 ll,793 ll,2
86 39,80215(大4) 35,886 673【 6,112 26,03
6 0ー,327 72,92220('9) 143,308 5.206
54.433 71,981 274,92825(I,14) 172,433 2,8
66 119,714 61,206 356,2191930(昭5) 〉90,720 ら lo,060 3,127 53830 74640031116138437158 65297ト ∵+050683O.15137778
■31(I,6) 74,836 8,956 I,907 4
6,87332(ク 7 ) 110,515 12,394 3,31
0 6271233 〃8 128,042 14.175 4,11
33,99434(I,9) 129,086 13.918 5,716
6,892 30,99735(ク10〕 160,344 21,546 5,970 871 285136 'll) 586 0
18 6,730 8,121 72,726 155,318 432,05747
,929 451,799119 94 8460637('12) 189,943
20.330
8,285 ll,559 73,7538 ク 3 243700 22.
317i 10.503 13.433 74,659＼ ＼ ＼ 輸 入1910(明43) 15,874 ,69 544 7,678 30,61
015(大4) 22,590 1,579 19,291 6,743 50,
20320(ケ9) 114,479 3,329 56.499 20,387 1
94,69425(,'14) 101.719 1,091 80,219 56,254 239283
1930(昭5) 72,286 779 1,768 46.674 47,
971 ]69,47831(ケ6) 53,238 198 1.459 二:
日 喜ぶ 34,077∃ 47,402 17,830 97,93532(〃 7 ) 133,217 4,311 2,035 28116 20 5873/'8 259052 1739 4466 5 045 37
4,78134(ケ9) 334,321 3,164 3,872 4,890
岳 31,300 93,980 471,52735(〃10) 380,784 4.618 6,816
3,5382473 19,1332127 102,685 517,57436(ケ11)
410,099 3,613 3,262 80,382 521,06637(ケ12) 55262 5.052 2071 5,030 16,693 117264
680,06238(〃13) 691,396 17,797 16,889
3,871 37,889 172,669 940,511出所:『関東州貿易統計
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表2 関東州貿易 (海路
輸 出
海 路 陸 路
合 計大連港 その他 小 計 汽車便
その他 小 計1910(明43) 38,798 1,004 39,
802 18,67015(大4) 70,958
1.964 72,922 26,46920('9) 273,7
73 1,155 274,928 152,55225(I,14)
350,198 6,021 356,219 151,4591930(昭 5) 226262 115 232377 9854
831(ケ6) 188,449 4,424 192,873 54
,39932(, 7 ) 302,191 2,877 305,06
8 110,87833(ケ8) 327,113 3,038 33
0,151 235,08034(I,9) 332,136 3,241
335,377 303,55335(,Ilo) 373,806
4,265 378,071 341,46336(/'ll) 424,
701 7,356 432,057 328,16337('12) 448,547 322 51799 467631
38(ケ13) 480,429 4,177 484,606 794,897
出所 ･『関東州貿易統計』各年版｡ 表3 関東州貿易地+＼ 輸 出対日本 対台湾 対朝鮮 対満洲凶 対中国 対其他 計 指 数(1920-100)
1910(明43) 16.123 600 8,791 ll,793 ll,2
86 39,802 14(40.5) (1.5) (29.6)
(28.4) (100.0)15(大4) 35.886 673 26,036
10,327 72.922 27(49,2) (0.9)
(35.7) (14.2) (100.0)20(I,9) 143,308 5,206
54,433 71,981 274.928 100(52.1
) (1.9) (19.8) (26.2) (100.0)25(〃14) 172,433
2,866 119,714 61,206 356,219 130(48
.4) (0.8) (33.6) (17.2) (100.0)30CF'u5) 90,720 10,060 3,127 53,830 74,640 232,377 85
(39.1)
(4.3) 〔1.3) (23.2) (3.1) (100.0)35,Ilo 160,344 21,540 5,97
28,513 152,907 378,071 138(42.4) (
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表 4 大連港再輸出統計 (単位 .千円,%)
FT-i海路輸 海路輸 海路再 仕 向 地 内 訳 再輸出率 輸入に占める再輸出の割合出総額 人総額 輸出額
日 本 中 国 其 他1910(明43) 38,798 28,733 1,921 5,194 3,136(Ei本二含ム) 5.0 6.75′大 7095 496
13 8,329 ll.7 16.820(ケ9) 273,773 193,28 35035 1
0,405 10,598 14,032 12.8 18.125(ケ14) 350,198 238,167
23,289 2,233 8`,208 12,848 6.7 9.81930(昭 5) 226,26
2 168,759 ll,511 2,177 7,124 2.210 5.1 6.831(ク 6) 188,449 9751 6396 281 1,405 34
6,632(′ク 7 ) 302,191 206,920 ll,008 1,822 8,268 918
3.6 5,333('8) 327,113 373,571 23.107 3,993 16,5
31 2,583 7.1 6.234(〃9) 332,136 470,684 30,409 3,41
6 22,993 4,001 9.2 6.535(,/10) 373,806 516,783 25,5
61 3,602 19,211 2,748 6.8 5.036(〟ll) 424,701 520,39
1 69.017 4,265 62,641 2,111 16.3 13.337(〃12) 448,547 678,970 77,376 8718 7405 1253 7 ll4
38(〃13) 480,429 938,901 53,515 6,9
00 45,806 809 ll.1 5.7出所 :『関東局施政三十年史』付表
第126表,『満洲経済提要』577具,F満洲国外国貿易詳細年表』昭和13年
版,I-4表｡注:1910年は1911年数値をもって代理｡(1)｢再輸出｣の定
義が狭義の ｢単なる中継的輸出｣に限られ,関東州工業の発展にともない著増 した ｢加工再輸出｣なら
びに関東州に多い ｢相当期間ス トノクされて輸出される再輸出｣ は集計技術上の困難のため再
輸出統計に計上 されない｡(2日~奥地向輸送｣すなわち陸路による対｢満｣再輸出分は陸路統計に別掲 される｡
(3)｢密輸出｣ は税関統計上は再輸出として表示 されることになっている｡ただし,そ
の捕捉率が実態を大 きく下廻 ったであろうことは関東州の場合特に予想 される｡加えて,1
























































｢ 首 下表洲軌 輸出 808,330
うち 海路輸出 13,433
陸路輸出 794,89
7対 ｢満洲同｣輸入 426,999うち 海路輸入 3.871陸 1
28対 .空 重 垂 二














表 6 関東州汽車便輸出入に関する松本推計 (単位 :100万円〕
＼ 輸 山 輸 入回 鉱産物繊維品その他⊥業品計 (参考)関東州汽車便輸出 農産物畜産物獣毛類鉱産物⊥業品 計 (∵参
考う関東州汽車便蛤去1908(明41) 22.0l 2.6 40.3 5.7 70.6 29.4 46.5 16.5【 3一2 i.0 4.9 55.6 二:13大2 456 ⅠtJ 757 23
146.9 81.5 10.7 13.6 ll.3117.118(,7)136.2 47.1381.2 6
0 62521732788 28.4 46.0 26.6379.823〃12 213 69
,7418.0 95.4804.4125.5373.3 43.2 95.7 54.5583.228(昭3)189.














集計されている｡ したがって ｢満洲回財政部 (一経済部)編纂の貿易統計は自由地域たる関東
州をも包含する所謂総貿易であって関東州を除く所謂純 (又は実)貿易との間には年額 2億
乃至3億円の差を生ずる｡故に総貿易額は屡々満洲国貿易の
実質を誤差せ しめると共に日満支三国の中間に在て重大な機能を果 しつつある関東州貿易の価値 軽視
せ しめがち｣である (満鉄調査部『滴洲経済提要』551頁)という問題をはらんでいた｡そ
うした事情を考慮 して,満鉄 (経済調査会-産業部一調査部)は,満洲国統計とは別に,(イ)大連
港経由総輸入 (-満洲凶純輸入+関東州消費+再輸出)から (関東州消費十再輸出)を引いた大連港経由満洲国純輸入,ならびに,(ロ) 大連港経由総輸出 (-満洲国純輸出+関東州生産品論出十
再輸入)から (関東州生産品輸出十再輸入)を引いた大連港経由満洲回純輸出を
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表7 関東州汽車便輸入推計 (単位 千円)
輸 出 輸
入a大連港を経由 b関東州汽車便 a大連港を経由 b関
東州汽車便する｢満州回｣純輸入 輸出 する｢満洲国｣
純輸出l 輸入1932(昭7)3 ,/8 234,539 Ilo,878235
,080 282.99134(I,9) 306,022
303.553 269,78935('710) 312,
021 341,463 249,58136(,ll) 3
29,600 328,163 325,31137(ク12) 39 19
6 467,631 354,69088

















表8 関東州 (大連港)密輸出推計 (単位‥100万円,%)
＼＼＼＼ 1933(昭8) 1934満洲同幣額 金円換算額 満
洲国幣額｣【大連 港総輸入額 389
394 449ロoo.0)
(100,)州 内 消 費 15(3.8)
15 21〔4.7
)玉 23(5.9) 23234(602 237 30
6(68.1)
対 ｢満｣鴇こ輸出 5 5読 (1.3)支 密
輸出 112(28.) 113 122(27.)山所:山中四
郎 ｢日本対満商品輸山の特質｣(『満鉄調査月報』第16巻第1号,1936年1月)第4表,および猪谷善一 F日満支経済論














期などに海路の補助として用いられるが,主流は海路輸送であった｡こうして大連から天津に送 商品は,人造絹糸,砂糖,煙草紙 (ライス･ペ パーー)を三













































































































































対 ｢満｣｢支｣通過貿易を除いた関東州貿易を仮に関東州 ｢純｣貿易と名づけて,1933 34
年のきわめてラフな推算を上に示 した｡こうした ｢純｣貿易額を知ることは,例えば,(イ) 関
東州を-独立経済圏とする関東州国民所得推計,佃 日本帝国各地域間の貿易マ トリックス推
計,を行う上において重要である13)Oしかし一方において,関東州貿易の把握を ｢純｣額にこ




















2) 関東州経済の概観については,とりあえず,山本有造 ｢植民地経営｣(巾村隆英 ･尾高塩之助編
『二重構造』(日本経済史第6巻)岩波書店,1989年),松本俊郎 ｢関東州 ･満鉄付属地の経済｣(蘇











5) 例えば,日本 ･朝鮮間貿易統計に見られる同様な乗離について,十i信粛 ｢日本の対植民地貿易
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13) 上述(イ),(ロ)については,とりあえず,溝口･梅村編 『旧日本植民地経済統計』前掲,第1部第1
章,第2部第1幸,同第2章を見よ｡
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